
ピーマン（ピクシー）の生産量確保（令和３～６年）
推進事項：整枝技術向上による花止まりの回避

（普及対象：旭川市青果物生産出荷協議会ピーマン部会東旭川支部13戸）

課題の背景

・高齢化に伴い栽培戸数・面積が減少

し、販売力維持には生産量確保が必要

・安定した収量を確保できていない生産

者が多い（図１）

・高い技術を持つ高齢者がいる反面、そ

の家族や雇用労働者は整枝の判断が難

しく、作業を担いづらい

地域内の技術継承と、新規作付の推進

や、家族・雇用労働力の活用による栽

培面積の維持・拡大が求められている 図１．JA東旭川 ピーマン10a当たり収量の推移

活動の経過と到達目標

○ 令和２年の予備調査と取り組み

(1) 高収量ほ場：主枝優先の草姿（写真１）で、７月中旬の草勢（開

花位置から生長点の長さ）が確保（表１）

(2) 低収量ほ場：懐枝の繁茂、主枝の花止まり（写真２ 、垂れ枝（写）

真３）などが見られ、草勢が低下

(3) 初期地温のほ場間差の提示による定植床準備前進化の呼びかけ

○ 令和３年の主な活動

（ ） 、(1) イラストを活用した整枝マニュアル 図２ による第３分枝摘除

側枝２節摘心、切り戻しなどの整枝技術の指導

(2) FAX情報（図３）を活用した生育調査結果の共有と、タイムリー

な個別の情報提供、巡回指導

(3) 草勢回復のため、側枝の整理、高温時のかん水を指導

○ 到達目標

(1) ７月中旬の開花位置から生長点間の長さ５㎝以上確保

達成戸数 基準（令和２）年：５戸 →目標：７戸

(2) 9,000kg/10a以上の収量確保 達成戸数 基準（７中５）年：３戸 →目標：７戸

表１．開花位置から生長点

の長さと収量（令和２年）

写真２．低収例：花止まり写真１．高収量ほ場の草姿 写真３．低収例：垂れ枝
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図３．FAX情報図２．イラストを活用した整枝マニュアル

活動の成果

(1) ７月中旬の開花位置から生長点の長さ５㎝以上確保

達成戸数 １戸（到達度合 14％ （図４））

(2) 9,000kg/10a以上の収量確保

達成戸数 ８戸（到達度合114％ （図５））

図４．開花位置から生長点の長さ（令和３年）

図５．令和３年収量

考察

(1) 整枝技術の改善は進んだが、気温の

変動が大きく、着果が集中したため、

７月中旬の草勢は弱まった（図６）

(2) 第３分枝摘除や側枝整理の改善によ

り草姿が整い、高温時に合わせたかん

水量や追肥の指導で草勢が回復した

(3) 草勢回復のための技術実施と後半の

高温で収量の不足が補われた

今後の取り組み

優良事例の栽培管理技術を引き続き

整理し、安定した収量確保を支援する
図６．旭川市の気温推移影響（令和３年）

３㎝以上の戸数は

７戸→11戸に増加

したが、５㎝以上

の戸数は１戸に留

まった
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